





16世紀 の ドイツや ネーデル ラン トの社会 世相 を調刺 した文学 や絵 画のテ
ーマ に,「不釣 り合 いなカ ップル」が ある。大 半は年老 いた老人 と若 い娘 の
組合 せだが,時 には中年 の未亡人 と若 い男 とい うカ ップル もあ る。 しか し
「カ ップル」 といって も,図 像的 にみ て,娼 婦 を思わせ るような挑発 的な服
装 を着てい る若 い娘 と老人 の組合 せの場合,「不釣 り合いな恋人 たち」(英語
でUnequalLovers,独語 でUngleichesLiebespaar)となろ う。他方,普 通
の服装の若 い娘 が,家 が貧 しくお金 のために不承不承,老 人の妻にな った場
合は,2人 は 「不釣合 い な夫婦」(英 語 でUnequalMarriageCouple,独語
でUngleichesEhepaar)といえ よう。
本研究 は,第1部 と して,古 代 か ら中世,ル ネ サンス文学,説 教 集,道
徳論 に登場す る 「不釣 り合 いのカ ップル」 を論 じ,そ れぞれの時代の男女の
あ り方,恋 愛観,結 婚観 を展望 す る。第2部 として,そ う した歴史 的背景














のだ」(鈴木一郎訳)。ω そめ後デミフ ォーの隣人がパスィコムプサを妻 ドリ
ッパの留守中,預 かってやるが,思 いがけず妻が早 く帰宅 して しまった。彼
女はこの娘を夫の女 と思いこみ,夫 との間に一悶着起こすのである。他方,
カリーヌスはなんとか して奴隷娘を父親か ら取 り返そうとする。結局,同 じ
隣人の息子エウテユクスの取 り計 らいで,無事に恋人が彼の許に帰ることが
できるのである。この 『商人』では,父 親 と奴隷娘は 「不釣 り合いなカップ




詩人マリー ・ド・フランスの 『ヨネ ックの歌』(1120-1180年)では,若 い
美 しい娘 と結婚 した老人が,妻 が浮気をするのでは,と 彼女を高い塔に閉 じ
込めて しまう。妻は 日夜,「私 をこんな嫉妬深い老人に与え,夫婦にさせた
私の両親や親戚は大いに非難されるべき」 と嘆 く。 こり物語の語 り手である




が,っ いにある日,その正体を見破 り,鷹を弓矢で射って しまう。悲 しみの
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中に,彼 女はやがて騎士の子 ヨネ ックを生む。騎士の死によって,そ の宮廷
は支配者を失 うことになる。彼女は少年に成長 したわが子をつれ,ヨ ネック
の父親でもある王の墓を訪れる。ヨネ ックは父の敵である継父に必ずいつか






の一例 として,「不釣 り合いのカップル」が語 られている。1360年頃に書か
れた説教集に,若 い男への警告 としてつぎの一節がある。
財産,家 柄あるいは快楽のため妻を要る者が多い。…なかには,その未亡
人が,ひ どく醜 く,子 どもも生めない年齢にもかかわらず,彼 女 と結婚する
若者がいる。彼は人々からそんな老女 と結婚 したことを嘲笑され,老女たち
がよくそうであるように,妻の吐 く息が臭 く,その目がただれ,か さぶたが
出来,身 体が弱っているのを知ると,やがて,不純な動機で得たお金で娼婦




と。 もし彼女たちに一致 した意見がない と,求婚者は相手を顧みない。男た
ちは女性よりもその財産 と結婚するように思われる。なぜなら,財産がなけ
れば,よ く言われることだが,女 は独身でいなければな らないか らであ
る。(3)
中世後期 の もっともポ ピュラー なキ リス ト教 説話集 に,『ゲ スタ ・ロマノ
60明治大学教養論集 通巻333号(2000・3)
一ルム』(1342年)がある。ラテン語で書かれたこの本には聖人伝説や奇蹟
のエピソー ドが収録されているが,元 来,そ れは神父の説教用に編集された
ものである。神父たちは彼らの謹厳な説教に生彩を与えるために,この 『ゲ
スタ ・ロマノールム』に語 られている道徳的,宗教的徳 目のエピソー ドをふ
んだんに応用 した。著者はイギリス人 とも ドイツ人ともいわれる。 この物語
はその後,16世紀初期まで,種 々の写本を通 じて伝承された。その中の第
121話「ナイチンゲールを殺す」は,ま さしく2組の 「不釣 り合いな恋人」
の話である。ω
ある都市に若いが貧 しい騎士 と年老いているが金持の騎士 とが住んでい
た。老騎士は若い絶世の美女 と結婚 したが,貧 しい騎士は莫大な財産をもっ
ている老女を妻 とした。ある時,若 い騎士の方が老人の城の近 くを歩いてい
て,老人の妻が窓越 しに坐 り,優美な声で歌っているのに氣がついた。騎士
は彼女に一目惚れをし,「あの女はあんな役立たずの老いぼれなんかより,






ナイチンゲールに嫉妬 し,ある朝,弓 矢でこの小鳥を射ってしまう。そ して
その心臓をとり出 し,妻に渡す。それをみて 「この小鳥の死は私のせいで
す」 と嘆 き悲 しみ,夫 の残忍さを騎士に訴えた。彼は 「僕たちが互いに愛 し
合 っていることを知 ったな ら,あの老人はもっと恐ろ しいことをするだろ
う」 とつぶや く。そして二重の甲冑を身にまとい,城 に入 り,老人を殺 して
しまう。 この事件の後,彼 の年老いた妻も死に,彼 は未亡人 となった恋人 と
結婚 した。彼 らは何年 も生き,平和に死を迎えるのだった。
著者によると,この説教の教訓はつぎのようである。2人の騎士 とは予言
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者モーゼとイエス ・キ リス ト。モーゼは年老いた要すなわち古い法 と結婚 し
た若い騎士。永遠の存在であるキリス トは若い要すなわち新 しい法 と結婚 し
た年老いた騎士。イチヂクの木は十字架,ナ イチンゲールはユダヤ人が殺 し
たキリス トの人性とその心蔵。 とくに小鳥の心臓はわれら救世主によって示















ス ・マルクス(ジ ョン ・マーク)が,「ふさわしくない結婚」についてこう
説教 している。「男性 より身分が上位で,土地つきの女性 との結婚は避ける
べきだ。」さらにマルクスは,『旧約聖書』の 「創世記」の 「人がひ とりでい
るのはよくない」(2章18節)を引用 し,身分や財産の違いだけでな く,年










にあった といわれる。カ トー の 『8つの優れた道徳講話』に,「もし正 しい







っついてつ ぎのエピソー ドが語 られている。
ユスティヌス曰 く。ある時,ひ とりの男がアテネのテリスティデスの評議
員に尋ねた。娘を貧 しい男と金持の男のどちらに嫁にやるべきかと。すると
彼は答えて曰く。「金が 目当にされるなら,む しろ男の金の方を好む」 と。(8)
つまり愛がな く,娘の持参金目当てで結婚する男は浮気するかもしれない
が,金 持ちの男で娘を気に入って結婚 して くれれば,安心だ,と いう父親の
気持ちがこめられているのであろう。つづ くラテン語の銘文では,「結婚は
富よりもよい条件の人 々の間(よ い社会階級)で 行なわれるべきだ」 とあ
る。
中世 にポピュラーだった 「アリス トテレスとフィリス」の伝説な どもこの




じ,若 く美 しい遊女フィリス(カ ムパスブの時 もある)に この武骨な哲学者
を庭の中で誘惑させる。そうとは知 らず,ア リス トテレスは,ほ とんど身体
が透けて見えるような薄衣をまとったフィリスに魅了されて しまう。そ して
彼女は,「先生が馬の格好を してわた しをその背に乗せて くださったら,先
生の意のままになります」 という。アリス トテレスは彼女の言葉を信 じて,
四つんばいになる。その姿を陰から見ていた大王は,「どんな偉い哲学者 も
一介の男にすぎない」 と笑って,仕 返 しをした。このファブリオ的エピソー
ドは歴史的事実にもとつ くものではなく,13世紀のフランスの神父ジャッ
ク ・ド・ヴィ トリが古典古代の哲学者の名誉を失墜させるために考案 した創
作であるという。(9)
中世文学での理想の妻と悪妻
1406年以降に流布 した といわれるユスタンシュ'デ ュシャンのr結 婚の
鑑』 と題される長篇の詩の中で,ど のような女性が理想的な妻であるかにつ
いての一文がある。まず初めに,『新約聖書』の 「コリン トの信徒への手紙
1」での聖ポールの言葉,「情欲に身を焦がすよりは,結 婚 した方がま しで





私が妻に要 りたい女性 とは,親 切で,忍耐強 く,謙虚で,静 かで,よ く働
き,質 素で,若 く,口 も手 も清潔で,賢 明で,優 雅で,少 な くとも15歳か
20歳までの年齢であること。彼女は洗練され,良 家の出であり,き れいな
姿で,美 しく,鳩のように優 しく,何ごとにつけて も恭順であってほ しい。
彼女との間に子 どもが生まれたら,母 らしくかつやさしい乳母のように,子






は法にそって正 しく生 きる。彼女は私の若 さを保ち,弱 さを支えながら,老
後を守って くれる。私が"自然の負債"を 支払わねばならないとき,彼女は
私の魂を気づかい,そ のために祈る(友達はや らないだろうが)。遺 された
私の子 どもたちは私,つ まり父を思い出してくれるだろう。 こうして私の栄
光は生き残る。これが最良のことと信 じる。CO
以上の大意から,中世の理想の妻 とはどのような女性であったかが,十 分





何 とまあ,聞 いて ください
これはただごとではないのです








女房 どのに 「スプーン」 と,決 して頼めません
彼女が何時 「仲直 り」 というか,私 にはとてもいえません。
私が女房 どのに 「パン」 と頼むな らば
彼女は糸巻棒をとり,私の頭を割って しまいます
私はベッドの下に逃げ込みます
彼女が何時 「仲直 り」 というか,私 にはとてもいえません。
私が女房 どのに 「肉」 と頼むならば
彼女はお皿で,私 の頭を割って しまいます
「小僧 っ子よ。おまえさんなんか燈心草にも価 しない!」
彼女が何時 「仲直 り」 というか,私 にはとてもいえません。
私が女房 どのに 「チーズ」と頼むなら
彼女は 「小僧!」 と,こ ともなげにいう
「おまえさんなんか,豆半分にも価 しない」
彼女が何時 「仲直 り」というか,私 にはとてもいえません。ω
デュシャンの詩 より30年後の15世紀前半,作 者不詳の 『結婚15の歓び』
が書かれた。その中の 「第14の歓び」に,こ れまで述べた2種 類の 「不釣
り合いな結婚」の不幸 について,説 得力のある口調でこう語 られている。⑫
ある若者が,「若 くて,美 しい,や さしくて,愛 嬌のいい,一本気で,人
好きのする気質のよい女」(以下,引 用は新倉俊一訳)に 恵まれ,「2羽の鳩
のように睦み合い」,幸福に暮 している最中,突 然,妻 に他界されてしまう。
やがて周囲の人 々の薦めで再婚するが,そ の相手は 「結婚の前歴がある上
に,若 い美女でな く,中年にさしかかっている」。 しかも 「性悪な気ま ぐれ」
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である。その結果,こ の男は一生後家のいうなりで,不幸のどん底に落ちる
羽 目になる。だがこのようにお人好で,財産 もある男 とは違い,あ えて 「欲
得ず くで年 とった女 と結婚する者」 もいる。 しかしこれは女にとっても不幸
で,こ うした男は相手を決して愛さないばかりか,浮気三昧,揚 句の果,妻
の財産を賭博などで使い果たす。他方,若 い男の方 も年寄 りの女 との結婚生
活は,彼女の絶えざる嫉妬,干 渉,数 々の攻撃のため,神 経を使い費 し,つ
いに寿命が縮まってしまうという災難 もある。「若い女 と一緒なら,10年以
上かかるところを,1年で老け込んでしまう」 ことになる。
一方,年寄 りが格好よくみせようと,若 い女 と結婚する場合を考えてみ
る。「若 くて,し なやかで,吐 く息も甘 く匂やかな妻ヵ～,この咳はする,疾
くしゃみ
は吐 く,夜通 し愚痴はこぼす,悪臭は放つ,嘘 はするの老人に,ど うして耐




このように作者は2組 の不釣 り合いな結婚について,当 事者の4人 が各
様の仕方で不幸に陥ることを綿々と語っている。
14世紀のイタリアの詩人ポ ッカチ ョが書いた 口語文学rア メー トの妖精
物語』は,少 し後のチ ョーサーの 『カソタペ リ物語』の 「貿易商人の話」を
連想させるものがある。あるいは両作品に共通の類話があるのか もしれな
い。つま り,『アメー トの妖精物語』での若いアガペーと彼女の年寄 りの夫
の関係は,「貿易商人」でのメイ とその夫ジャニュアリとよ く類似 している。
両作品の夫婦は,い ずれも 「不釣 り合い」なのである。







の相談を受けていました。 しか しこの萎えた雄鹿は数年来,少 しも回復 して
いなかったのです。彼の薄 くなった白髪,深 く刻まれた頬や額の しわ,厚 ぼ















りするが,ヴ ィーナスの園(訳 注,交 じわること)に行 くことはで きなかっ
た。暁方になって私は彼を眠らせることができたが,彼の餌でずっと目が覚







ボッカチ ョより約一世代違 うチョーサーは,先述 したように 『カンタベリ
物語』の 「貿易商人」の中で,白 髪の老人 と20歳前の娘 との結婚生活を述
べなが ら,アガペーが若い恋人を見つけたように,若 い妻 も騎士の夫の従者
ダミアンとの恋に陥る過程を詳細に語 り続ける。
チ ョーサーがおそらく 『アメー トの妖精物語』を知っていたのではないか
という推測は,夫 ジャニュアリが婚礼の夜,メ イを抱 くときの髪の描写に見
られる。彼の極楽である 「新妻の美 しいメイをしっか り抱きしめ,小 児をな
だめるように,ゆ すぶり,いば らのように棘々しい,ふ ぐの皮のごとくさら








メイは夫 と2人 で庭園を散策することになったが,ダ ミアンにす ぐ目配
せし,あ らかじめ彼を庭園の中に入れる。そうとも知 らず,ジ ャニュアリは
妻に手をとられ,美 しい庭園に入 り,16世紀のフラン ドルの時薦書 「5月」





この科白の中で,チ ョーサーは 「不釣 り合いな年寄 り」(theunlikelyel一
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derofman)という表現を使 う。前述 した 『カソタベ リ物語』の 「粉屋の
話」で も,「男は自分 と似かよった女を要るべきだ。人は分相応の相手 と結
婚すべ きものだ。若い者 と年 よりでは,争 いは起 りがちだからである」(同
訳)θという風に 「釣 り合い」 ということを結婚の必須条件にあげている。
「貿易商人の話」に戻ろう。メイは庭園でダミアソの姿を見つけると,そ
こにある梨の木に登 るように手で合図する。それからメイは夫に身重のた
め,ま だ青 くとも梨が食べたくてたまらない,と訴え,夫の背を台に して木
に登ってい く。一刻 も早 くと待ち焦がれていたダミアソは,メ イが現れるや
否やす ぐに抱擁 し始めた。 しかしその瞬間,神 プルー トー の計らいで,失 明
していたジャニュアリの眼は見えるようになる。彼は驚きのあまり,子 ども
が死にかけているのを見た母親の叫び声をあげる。ジャニュア リは激怒する
が,妻 から夫の眼を治すのには,木 の上で男 と組んだり,揉みあうのが一番
よいと聞かされ,そ うしたまでで,す べては夫の失明を治 したい一心だった
と釈明する。ジャニュアリは眼が突然あいたので視力に騙されたという妻の
説明に納得する。
盲目の夫を裏切る 「梨の木」のエピソー ドは,チ ョーサーのオリジナルで
はな く,すでに13世紀末か14世紀初頭の『ノヴェリーノ』に遡源できる。『ノ
ヴェリーノ』はイタリア語で書かれたノヴェレ(短編物語集)の 最古のもの
で,1280年頃編纂された と推定 される。その中の 「金持 とその妻」がチ ョ
ーサーの 「貿易商人の話」の粉本になるものと思われる。ただ し物語からで
は,金 持の夫が老人かどうか定かでない。 この夫はある時,神 の定めにより
眼の病いを患い,失 明してしまう。夫は妻の行動を監視できないので,裏切
らないように,いかなる時 も自分から離れることを禁 じた。夜になると彼女
の両足を鉄製のコー ドで縛 り,誰 もが彼女に触れないようにした。 ところが
隣に住む男がこの状況を知 り,いた く同情 したが,や がて恋心に変わった。
だが若者は,彼 女の夫が始終,彼 女の側にいるようになってから,会うこと










ちていった。その時,主 と聖ペ トロ(因みにチ ョーサーは,プ ルー トー とプ
ロセルピナという古代神話の神 とを登場させている)の意図で,こ の夫の眼
が突然治 り,光をみることができる。「お前はこの男 と何を しているのだ。
お前にとっても私にとっても名誉なことではない。婦人の貞節にそ ぐわない
行為だ」 と夫は激昂 した。それに対 し妻は平然としてこう答える。「もしわ
たしがこの人 とこんなことを しなかったな ら,貴方は光を見ることが出来な
かったでしょう。」⑰
この 『ノヴェリーノ』に収録された 「梨の木」のエピソー ドは,チ ョーサ
ー以前,ボ ッカチ ョのrデ カメロン』第7日 第9話 の若い リディアと老い
たニコス トラー トゥスとの結婚の話にも適用された。ここではニコス トラー
トゥスは盲人ではな く,妻を満足させられない愚かな老人 と描写されてい
た。 リディアは好計を講 じて,召 使いの恋人ピルロを梨の木の上に登 らせ,
上か ら 「旦那様,奥 様,わ た くしのいるところで,そ んなことをなさって,
恥ずか しくはこさいませんか」と言わせる。つまり誰でも,その魔力のある
木の上から見ると,地上での男女が愛 し合っているように錯覚する,と い
う。そこでニコス トラー トゥスも木の上に行 くのだが,そ こから見たのは,
リディア とピルロが睦み合った姿だった。夫は激昂するが,彼の見たのは幻
であ り,木の魔力のなせる業だ と説得される。傾 この 『デカメロン』では,
チ ョーサーの 「貿易商人の話」 と違って,夫 は盲人でなく,また恋人たちは
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梨の木の下で愛 し合 うのであるが,し か し多 くのモティーフの点で,『ノヴ





このエピソー ドは知 られるだけで も,二つの ドイツ語の写本,す なわち
1425-76年頃に書かれた 『ある盲人について』と,1475年頃の低地 ドイツの
類本に伝承された。⑳ いずれも夫は年寄 りで妻にコキューされる愚かな夫 と
して描写されている。1477年頃,ヨ ハン ・ツァイナーが出版 した 『イソッ
プの寓話 と人生』では,こ のエピソー ドが木版画の挿絵で示されている。必
死で梨の木にしがみつく盲目の夫 と,樹の上で抱擁するその妻 と恋人の行為
に,画 家の調刺の眼ざしと読者の笑いが感 じられる。⑳
チ ョーサーの 『カソタペ リ物語』の 「バースの女房」も,「貿易商人の話」
と同様,「不釣 り合いな結婚」の典型例が語 られている。このバースの女房
ア リスーソは自分が披露する話の前に,長 い自叙伝的な告白をする。それに
よると,彼女は生涯,5回結婚 したが,最初の3人 は,金 持で良い夫なのだ
が,老 人だった。「それで妾に負うていた規約の義務 も,あ まり守れなかっ
たんですよ。 どういう意味か,お わかりでしょう。夜は,気 の毒なほ ど骨を
折 らせましたが,い ま考えてみるとおか しくなります」(西脇順三郎訳)㈲




える。彼女は40歳,夫ジャンキソはまだ学僧で20歳。今度 も 「不釣 り合い







ったり,殴 り合いの喧嘩をする。結局,年 下の男との結婚は,地 獄のどん底
の騒ぎを起こす。 しか しチ ョーサーはジャニュアリがメイを許 したように,
ここでも二人を仲直 りさせる。ジャンキンは家や土地の支配権をアリスーソ
に返 し,「舌 も手 も妾の支配を受ける」ほ どに従順になった。最終的には年
上のア リスーンは,デ ンマークからイン ドにかけても比較する者 もないほど
の世話女房となり,ジ ャンキンも親切な夫 となる。もちろん,そ のようにな
るまで,斉藤勇氏も分析するように,ア リスーンは 「色好みの罪深い性格」
と 「素直な女の心」 との緊張関係に随分,自 ら悩んだことは言うまでもない
のであるが。⇔
こうしてみると,中世文学での 「不釣り合いなカップル」は嘲笑や椰楡を





ろう。 しか しチ ョーサーはあえてこうした逆説的な結末を選んだ。ここに
『カンタペ リ物語』の面 白さがあるように思われる。とりわけ,バ ースの女
房は,1人 でカソタペ リ巡礼に参加 しているわけだから,5人目の年下の夫
にも死別 したと考えられる。身の上話を終わって,彼 女が披露する 「若い騎
士と醜い老婆」では,妻 は夫に対 し,「死ぬまで醜 くて年老いていて も,真
実を守 り,慎ましく,生涯,忠 実である妻」 と 「若 くて美 しくとも,いつも
訪問客に囲まれ,間男される心配のある妻」のどちらかを選ばせる。前者を
選んだ夫への贈 り物 として,妻は若 く,美 しく,誠実な女性に変身する。こ
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うしてチ ョーサーは,結婚生活を通 じて,「至福の湯船」に浸 ることのでき





謝肉祭劇のひとつ 『結婚劇』は,こ れまでの中世のカップルに比べ,も っ
と身近な庶民を登場させている。ひ とりの農民が宿屋の主人 に彼の9人 の
若い仲間を紹介 し,各自結婚にまつわるエピソー ドを語るという仕組みであ




若い老同士のカップルの方が,若 い娘 と金持の老人 よりは遣わしい,少な く
とも若者は若妻を歓ばせることができる,と述べている。2番 目の男は自分
は少 し知能が足 りないと告白しながら,本 来は若い娘 と結婚 したかったの
に,彼 が不義をしたため,娘 に逃げられ,今 や老女に望まれているのだと嘆




ィアソ ・プラン トの 『阿呆船』の 「財産 目当ての結婚」に,詳 しく語 られて
いる。










1500年前後にニ ュールンベルクで活躍 したヤーコプ ・アイラーは,『イギ
リス渡来ヤン ・ポセッ ト行方不明の巻』で,後 の ドイツで知 られた数多 くの
謝肉祭劇の範例となる 「不釣合いな夫婦」を書いている。老人で金持の夫ジ
ムプリチウス(単純な人間の意)は 日頃,若 い妻 ドゥプリチア(二枚舌の意)
が自分に満足せず,浮 気をするのでは と心配する。仕事で一泊旅行 しなけれ
ばならな くなった時,下 男ヤン ・ポセ ヅトに一 日中,妻 を見張 り,男 であ
れ,女 であれ,決 して家に入れてはな らない,と厳命する。 しか しドゥプリ
チアは愛人アマ トールに逢いたくて,下男を酒屋へ使いに出す。その間にア





訳)㈲と言って,中 に入らせない。間 もな く,アマ トールが立去った後,よ
うや く看板がとられ,夫 と下男は自分の家に帰ることができる。やけ くそに
なった夫はヤンの買ってきた酒でも飲 もうとすると,ヤンは,奥 方が家の中
に引き入れた行方不明の"ヤ ゾ がその酒を飲んで しまった,と いいわけを
する。











くぱ くにな り,願なしになりましても,尚 も躍氣になつて人生を味はは
おとくい
うとしてゐる連中こそ,私 の華客なのですよ。かういふわけですから,




狂氣沙汰をやつてのけるものもゐます。 自分はもう直 き冥界へ行 きがけ
てゐる瀕死の身であ りながら,いつれ近隣界隈の連中の御用 も相勤める
筈の若い娘をば持参金な しで要るといふやうなこともありますね。かう
いふことには屡Sぶ つかりますが,さ て御當人のはうでは,そ れが得意
なのですからね。(渡辺一夫訳)θ




かけた情火を呼び醒さう」 としている,な どとひ じょうに痛烈だ。
何が面白いと申 しても,地獄から戻ってきたのではないか と思はれるや
うな屍同然の梅干し婆さんたちが,口 を開けば,「人生は楽 しいわ!」
な どとお繰 り返 しになるのを拝見することくらゐ面白いことはありませ
ん。かういふ婆様連中は,牝犬同様にほかほかして居 られまして,ギ リ
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シア人たちがよく申す通 り,「山羊の匂ひ」がいた しますよ。 この婆様
たちは,黄 金にあかせて,ど こかの若いパオンをたらしこみ,休 む暇も













それをすっか り使い尽 くして しまったなら
きっと私の金袋のことを考 えて
君の愛する人 となることを許 して くれるね。㈲
こうしてみると 「不釣 り合いなカップル」は,明 らかに同時代の歪んだ社
会風俗への格好な椰楡 となった ようである。 というの も年齢だけではな く,
エロスと金 というように,互いの関心が 「不釣 り合い」だからである。さら
に醜い外観は醜い内面を反映 している,といった当時の価値観も加わってい
ると思える。
ドイツは1521年以降,数 回にわたるカール五世 とフランソワ一世 との戦
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い,農民戦争(1525-26年),シュマルカンデソの宗教戦争(1546-47年)な
ど,戦乱の数が少な くな く,男たちはしば しば戦陣に駆 り立てられた。その
ため若い未婚の娘たちにとっては適当な配偶者が得にくい状態もあった。彼
女たちは修道院に入るよりは老人 と結婚 した方がまし,と考えたのか,や も
めになった金持の老人の後妻になるケースも少な くなかった。また逆に夫が
病死 した り,戦争未亡人になった中年の女性 と結婚する若い男も稀れにいた




した。 しか し間もな く彼には若い娘を恋人にもちたいという願望が生まれ
て,不 孝が始まるのである。








る。老人は腰に重い財布をぶ らさげているか,テ ーブルに大 きな金袋 を置
き,娘の歓心を買おうとしている。娘の方は露骨にその袋の中に手を入れ,
お金を掴 もうとしているが,そ の視線を醜い老人の方に向けていない。娘は
彼を嫌悪 しているだけでな く,近 くに隠れている恋人の方を見ていることも




しか し 「中年女 と若い男」の場合,女 は夫から財産を相続 した金持の未亡
人である。版画では彼女は容貌が衰え,しわだらけの醜い老婆 として描かれ
ることが多い。 ところが絵では少し異なり,女の前歯はところどころ欠けて
いることがあって も,その胸の肌はきれいで,仕 草には色気さえも感 じられ











第2は テーブルに山積みにされたお金を前に して,娘 が男から直接,金
銭を受け取っている場合である。お金で自分の身を売るという行為が露わで







もっとも初期の 「不釣 り合いのカップル」の版画は,1475-80年頃に ドイ
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図1ハ ウス ・ブーフの画家 《老人 と
若い娘》1472-75年頃,銅 版画




として,頭 上に葉のついた枝の冠をつけ,前 が広 く開き,胸の一部が露出し
ている(図1)。一方の手で彼女の背を抱 き,他方の手で彼女の指に触れて




アルブレヒ ト・デューラーは,第1部 で述べたゼバスティアン ・プラン
トの 『阿呆船』(1494年)に挿絵 《老婆 と若者のカップル》(図2)を 描い










このテーマを絵画に導入したのは,ヴ ェネッィアの画家ヤコポ ・デ ・バル
バ リであった。彼は1500年以降,マ キシミリアン皇帝の宮廷画家 としてニ
ュールンベルクに滞在 し,その後,ザ クセン選定侯フリー トリッヒ賢明公に
招かれ,ヴ ィッテンペルクに赴いた。バルバ リは肖像画を得意 としたが,そ




ン ドの長髪,胸 を大きく開けた娘 と白髪の老人 との対比がデューラーよりは
るかに刺激的で,北方の国々で評判 となったのであろう。彼女は頭上に月桂
樹の葉の冠をつけているので,新 婚の花嫁 と解 されるが,左 手を頬にあて
て,メ ランコリックな表情をしている。夫 となる老人は娘の両肩を抱き,彼
女のコー トを脱がせようとしているが,そ の態度は欲情的で,娘 の心にはま
った く無関心のようである。 しか しこの老人 と娘の間には,15世紀後半に
出回ったフラン ドルや ドイツの版画のように,男女間での性 と金銭の露骨な
取引は描かれないが,そ れがヴェネッィア的 ともいえるのであろうか。この
バルバ リの作品は,後 のハンス ・フォン ・クルムバ ッハやクラナ ッハ親子の
工房活動を啓発 したことは容易に考えられる。⑪
バルパ リ以前,す でにレオナル ド・ダ ・ヴィソチが1490年代の後半に,
《中年女 と若者》の素描を制作 していた。 しか しこの素描が実際に北方の地
で知 られるようになったのは,1602年にヤコプ ・フーフナーヘルがそのコ
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図3ア ルブ レヒ ト・デューラー 《老
人と若い娘》1495年頃,銅版画




図5ヤ コポ ・デ ・バルバ リ 《老人 と
若い娘》1503年,油彩,フ ィラ
デルフィア美術館




ピーを制作 し(図4),さらに1646年にヴェンッェル ・ホ ッラーが版画化 し
てか らであった。 レオナル ド・ダ ・ヴィンチの 《不釣 り合いのカップル》
は,同 時代の ドイツの版画と比べると,中年の女性もそれほど険悪な印象を
与えない。男の方は若者というよりはまだあ どけなさの残 っている少年で,
母親 に甘 えているかのような態度で,後 ろか ら女を抱いている。だが彼の関
心がやはり彼女の財布の中身であることは,そ の左手が財布の上に載せられ
ていることから明白だ。
レオナル ド・ダ ・ヴィソチやヤコポ ・デ ・バルバ リの後,イ タリアではア
ン ドレア ・アルチャーティの 『寓意図像集』(1531年)が出版された。この
著書は16世紀以降の文学や美術に大きな影響を与えたが,そ の中に,古 代











「泉が墓の上に座 り,死者 と楽 しんでいる
そのように小犬ちゃん,わ れらの恋人 も
ソフォクレスの側で座っている。」助




図7ウ ルス ・グラーフ 《恋の三角関
係,歓 楽 と空 しさ》1511年頃,
銅版画
図8ハ ンス ・ヴァンデルアイゼン 《老
人 と若い妻》1519年,木版画










体表現の様式から,ウ ルス ・グラーフ説を否定する研究者 もいる。旧したが
って画面のモノグラムも贋物ではないか と疑われている。この画面の上部の
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吹 き流 しは空 白 となっているが,発 行者が後で何かを記す意図だったの であ




tot"(朝は紅顔の美少年 も,夕べには白骨 となる)を 意味 し,元気な人間も
終わりが くれば,死 にいたる。つまり画面での男女の性愛やゲームの楽 しさ
も,「束の間のもの」であることを喚起 している。
ハンス ・ヴァンデルアイゼンの木版画 《老人 と若い妻》(1519年,図8)

















つ 薩沙 還 ・》イ
図9 ク エ ン テ ィ ン ・





マサ イ ス 《老 人,若 い娘,阿 呆 》1522年一23年頃,油 彩,ワ シ






















図11ル ーカス ・クラナッハ 《中年女
ブダペ
、?
と若 者 》1522年,油 彩,
ス ト,国 立 絵 画 館
時代のデューラーやハンス ・ホルパインなどよりも,はるかに社会世相や道
徳に関する主題を制作 していた。例えば,女 性上位を暗喩する 《オムファー
レの命令で糸紡ぎをするヘラクレス》や女性が抱 く永遠の若さへの願望 《若
返 りの泉》な どを誠刺的に描写 した。「不釣 り合いなカップル」にも種 々の










図12ル ー カ ス ・ク ラ ナ ッハ 《老 人 と
若 い 娘 》1531年,油 彩,ウ ィ ー

















(図11)を制作 している。 しか しクラナッハ工房では,こ うした作例は例外
的だった。ス トゥアー トは 「不釣 り合いのカップル」の総数の中で,わずか
3点くらい と列挙している。OSこの画面では,若者が母親 くらいの年上の女か
ら,お金を受け取っているが,こ れまでに述べた版画 と比べると,クラナ ッ
ハの女はけっして老女 というほどの年齢ではない。前歯はところどころ欠け




足そうにしている。 しか し別の 《老人と若い娘》(図13)では,娘 が老人の
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図14ハ イ ン リ ッヒ ・フ ォー ク トヘ ル二 世
《愛 の 三 角 関 係 》1525-30年頃,木 版 画
あごをもち,一 見,気 があるような態度をしめ し,彼を歓ばせている。 しか
しその視線は外に向かっているので,彼 女の本心でないことは明らかだ。 こ




(1525-30年頃,図14)で,老人,若 い娘,彼 女の恋人の3人 を同一画面に
描いている。醜い鷲鼻の老人はぎっしりとお金の詰まった財布を腰にぶら下
げ,娘 に言い寄 り,金で自分のものにしようとする。他方,裸 体の娘は鍵の
かかった貞操帯をつけ,堅 く防御 しているようだが,実際は,老 人からもら
ったお金を恋人に貢 ぎ,彼を誘惑する。彼女が貞操帯の錠前を実際に開けさ
せたいのは,老人ではなく,若者なのである。言うまで もな く,錠 と鍵は男



















つぎの ドイツの版画は,《老人 と若い娘,老 婆 と若者》(図15)とい う2
組のカップルを同一画面に表現 した,珍 しい作例である。老人 も老婆 も,一


























ユ トレヒ トで1531年に発行されたヤン ・ベルソッの 『運命の家』(初版
1518年)は星占いに関する内容が書かれているが,「不釣 り合いのカップル」
を語 るページがあった。老婆 と若者を描 く 《伊達男》(図16)の下には,か
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な り辛辣な若者の嘆きと占い師 との会話が,お よそこの ように記されてい
る。「ボクはここで,金 のために歯のない恋人の側で座 り,この女をおだて
る。/君に応答するのは私にとって苦痛だ。私が知るかぎり,君は幸福 と富
を苦労な く捕 らえようと思っている…」。2人の背景の樹木の枝に,快 楽の
象徴である猿がつかまっている。老人と若い娘の組み合わせである 《老いた
恋人》(図17)の方には鳥がいるが,こ の鳥は,ギ リシャ神話のような 「英
知」ではな く,「愚行」を象徴 しているのであろう。テキス トにはかなり自
嘲的な内容が書かれている。「老いた阿呆のわたしはひからびてここに座る。























フラン ドルに,「夫に青いマン トを着せる」 という諺がある。16世紀では
青は 「欺購」の象徴的な色 とみなされたので,この諺は 「妻が夫を裏切る行
為」を意味 している。「夫に青いマン トを着せる」は,15世紀末のタピス ト
リーをはじめ,1558年に発行 されたフランス ・ホーヘンベルフの諺版画(図
18)を契機 に,16世紀後半 にから17世紀初頭にかけて,数 種類の諺版画が
発行されている。 しかし 「夫に青いマン トを着せる」での夫婦はいずれも,
年齢的な不釣 り合いを感 じさせない。 ところがピーテル ・ブリューゲルの










図21ヤ ソ ・マサイス 《老人 と娼婦》
油彩,ア ン トウェルペソ,王 立
美術館
れている。夫は杖を必要とするほどの老人で,あ ごの形をみると,もう下歯
もないようだ。それに反 して妻は胸の大 きく開いた服を着て,と て も大胆
だ。eeヨハネス ・ヴ ァン ・ドゥーテクムの諺版画(図20)に,杖をついた老
人に寄 り添 っている若い娘がいる情景がある。老人の手は彼女のロング ドレ
スに触れ,娘 は彼の財布に手を当てている。いかにもそれぞれの目的を暗示
しているようだが,そ こには 「財布のあるところに愛がある」 という諺が銘
記されていた。
1563年8月15日,アソ トウェルペンで聖母マ リアの被昇天の祭 日が開催
されたとき,恒 例により,寓意像を乗せた山車の行列があった。その第3
の山車では,寓 意像 「個人的利益」が召使いの 「詐欺」 といっしょに,「放
逸な老人」の背中に青いマン トをかけ,欺 踊を象徴するトランペ ットと眼鏡
を与える,という行為が演 じられた。つま り 「個人的利益」 とは,彼の若い
妻の背徳の行為を意味 していた。㈹
クエンティン ・マサイスの息子ヤン ・マサイスは,初期の 《老人 と娼婦》
(図2Dで,父 の様式を踏襲 しなが ら,2人の男女を画面 いっぱいに,し か
も半身像で描いている。2人の顔の表情は厳 しく,作品から強い教訓的なメ
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図22ヤ ソ ・マ サ イ ス 《老 人 と娼 婦 》
1561年,油彩,コ ペ ンハ ー ゲ ン,


















プル」の新 しいコンセプ トを表現 した(1561年,図22)。彼の前作品とも異
なり,ここでの娼婦は透 き通るような衣をつけ,故意 とはいえ,嬉 しそうに




さらに5年後,ヤ ン ・マサイスは第3の タイプの《老人と娼婦》(1566年,
図23)を制作 した。 この作品の意図は 「誘惑 と取引き」で,部 屋で男と金銭
の取引をする女亭主の存在がこれまでにない人物である。男の顔は再び,ク
ラナ ッハの絵のように醜悪 とな り,その行為 も好色的である。後ろの ドアー
からのぞいているのは,前作品のような若い男ではな く,客引きをする取 り







るが,「セレス(パ ン)と バッカス(葡萄)が いないと,ヴ ィーナスは凍え
る」 という格言を意味 し,これもまた性的行為のア トリビュー トとなってい
る。㈹ これまでの 「不釣 り合いのカップル」では,男 女のどち らかが不機嫌




フラン ドルで活躍 したが,そ の 《死 とクピ ド》(図24)には,以前 よりも深
刻な 「不釣 り合いのカップル」が表現されている。森の一角で,老 人が若 く
「不釣 り合いのカップル」の図像学的研究97








クピ ドが若者の胸に向って弓を引 く。側に伏せられたリュー トは若者の愛の
調べを物語る。余白のオランダ語の詩文には,こ う記せられている。
おお,老 いや若 さに頼 る人間 よ,汝 は間違 ってい る
ク ピ ドと 「死」 は各 々,武 器 をもって いる,見 よ
98.明治大学教養論集 通巻333号(2000・3)
眠 りの 「偽 り」 に よって,両 者が入れ替わ る。
よ く目覚めていなさい,若 者,老 人 よ
「死」は クビ ドの矢 を,ク ピ ドは 「死」の矢 を放つ。⑫
この詩文によると,クピ ドの死の矢が若者の胸に当た り,彼を死なせ,反対
に 「死」の愛の矢が老人を狙い,彼 を恋に狂わせる,という皮肉な 「さかさ
まの世界」が展開する。

















の関心から遠 さかってい く。他方,風 俗画の黄金時代を迎えたフラン ドルや
「不釣 り合いのカップル」の図像学的研究99
図26《老女の恋》17世紀初期,木 版画
オランダでは,さ らに人間の心理描写を加えた ドラマテ ィックな画面構成が
制作された。かつて ドイツの識刺版画には,長い会話体の銘文が書かれたが,




達男の気を引こうとする。 しかし青年は若い娘 と一緒で,お 金に視線を落 し






















図28ヘ ン ドリ ッ ク ・ブ ル ー マ ー ル ト
《卵 売 り》 油 彩,1632年,ア ム ス
テ ル ダ ム,国 立 美 術 館
この若い娘がわた しの若い心を一番,奪 うのだ。㈹
16世紀中期には,ド イツ,オ ランダ,フ ラン ドルだけでな く,フ ランス
の版画家でも,老女 と若者のカップルを描いていた。そのひとつは トロワ出
身でイタリアで活躍 した版画家フィリヅプ ・トマッサソの 《卵はもうた くさ
ん,妻 が欲 しい》(図27)である。老女が若者にス トローで生卵を飲ませよ
うとしているが,生 卵は当時の男性用の強精剤だった。 しか し彼は老女の
"相手"を することを拒み
,「若い妻が欲 しい」 と嘆いているのである。 トマ
ッサソの老女を見ると,と くに額や頬の雛や手の染みが醜 く誇張 されてい
る。若者の方はうんさりといった表情で,彼女から視線をはず しているが,
その心境が上述の題名になっていた。
17世紀のオランダの画家ヘン ドリック ・ブルーマール トの 《卵売 り》


















ヘ ン ドリック ・ホル ッ ィウスの弟子 ジ ャック ド ・ヘ インの銅版 画(図
「不釣り合いのカップル」の図像学的研究103
灘顯煕 ※㎝煕 総々 兵煕 』パ籔
図30ジ ャック ・ド・ヘイン 《死に襲われた不釣 り合いのカップル》
17世紀初期,銅版画
30,ヘソ ドリックス ・ホソデイウス発行)は 師の 《不釣り合いのカップル》
をコピーしながら,新 しい要素,つ まり 「死」の擬人像を登場 させた。 とい
って もすで図24でにヴィソケボーンスが 「死」をこの不釣 り合いのカップ
ルに導入 しているが,ド ・ヘインの場合,「死」の存在によりインパク トを
与え,さ らに三角関係の男女に割 り込ませるという構成を考えた。若い娘に
お金で迫る老人,恋 人のために金銭を受け取る娘,彼 女を後ろから抱擁する
若者の3者 である。 とくに老人は腰にも大きな財布,テ ーブルに蓋の開い
た金箱,さ らに手で取 り出している金袋 という風に,財産のすべてを誇示 し
ている。老人の背後には,砂 時計 を持ち,阿 呆の帽子を被 った不気味な
「死」が忍び寄 り,「もう,お 前の最後の時が来た」 と告げる。下の2行 詩
には,老人の人生の近づく終焉が暗示されている。
104明治大学教養論集 通巻333号(2000・3)







君の時間は(ほ とん ど)な くなった,金 は君を助けない,あ きらめるが
よい。
つぎの一対の 《不釣 り合いのカップル》は,ヘ ン ドリック ・ホルッィウス
の下絵素描に基づき,弟 ヤコプが版画化 したものである。㈹《老女と若者》(図
31)の方は,こ れまで以上に2人 の年齢の差が極端だ。室内で椅子に座 し
ている老女は膝の前掛けにお金を一杯並べ,う っとりとした眼差 しで若者に
見 とれる。彼の方はその顔を老女か らそむけ,両 手で老女の肩を押 しのけ














女の頬に自分の顔をつけ,か な り露骨に誘惑 している。彼の右手は財布のお






あんた,愚 かな年寄 りの阿呆。空 しい媚びで娘を誘惑するのはやめて。
わたしの若さはもっと別なひとを求めている。
オランダ語




図33ヤ コプ ・マータム 《老人と若い娘》銅版画
り合いのカップル」を制作した。《老人 と若い娘》(図33)では,か な り身な
りのよい老人がテーブルに全財産を並べ,若 い娘の肩にやさしく手を当てな
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図35ア ドリア ー ン ・ヴァ ン ・ ド ・ヴ ェン ネ 《失 った もの を 求 め る》(ヤ
コ プ ・カ ッツ 『象徴 と愛 の 寓 意 図 像 集 』1618年)








若さに自信をもつが,あ からさまに老人たちを嫌悪 している。結局,版 画の
意図は老人の性愛を嘲笑 し,それに応 じる若者の愚行を非難するものだっ
た。そうした中で,17世紀オランダで道徳の父 と敬愛 されたヤコプ ・カッ
ッは,『象徴 と愛の寓意図像集』(1618年)の一章 「失ったものを求める」(図
35)において,肉 切 り台で,鰻 を2つ に切断する手を見なが ら,会話を交








17世紀のオランダで,亡 夫が生前,手 工業組合の一員だった場合,幼 い
子どもをもつ未亡人は,引 き続き,組合に属することが許された。だが外国
人に とって,こ のような職業婦人の存在は特別だった らしい。㈹だが手に職
をもたない未亡人は工房の維持のため,亡 夫の徒弟 と再婚する。そうする
と,かなり年齢の相違のあるカップルが誕生 しても不思議はない。
ヤコプ ・カッツは,そ の公共道徳論で,結婚 と性が ともに緊密な関係にあ




二 三製 、鶴 ・
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図36ダ ヴ ィ ッ ト ・テ 二 一ル ス 《老 人 と若 い 娘 》 油 彩,1635年,マ ドリー ド,
個 人 蔵






寄 りの夫 と結婚 しても,「性的な不満」による裏切 りは大きな社会的な罪悪
「不釣り合いのカップル」の図像学的研究111
.細口
図37ヤ ン ・ス テ ー ン 《富 と若 さ の 選
択》1661-63年,油彩,ワ ル シ ャ





る シ∠ 二 一・_頴
図38ヤ ン ・ス テ ー ン 《寝 室 で の カ ッ
プ ル 》1668-70年,油彩,ハ ー
グ,ブ レデ イ ウス 美 術 館
として非難された。
フラン ドルの画家 ダヴィット・テニールスは1674年以降,ネ ーデル ラン
ト総督 レオポル ト・ウィレムの宮廷画家 として活躍 した。風俗画を得意 とす
るテニールスは,い くつかの 「不釣 り合いのカップル」を制作する。《老人
と若い娘》(図36)を見ると,ク ラナヅハのように男が財布を娘に触れさせ
たりしていない。酒を飲み,赤 ら顔になった初老の男は好色的なまなさしで












スとほぼ同時代にオランダで活躍 し,同 じく民衆の風俗画を得意 としてい









作戦をよりナラティヴに表現 した。この絵のス トー リー性に関し,画家は当









パイプ,足 温器があるが,と くに前者2つ には性的な暗喩がある。20世紀
まで,「パイプの火を消す」zijnpijpuitkloppenは,「売春宿に行 く」の隠語
であった。㈲ パイプが男性の性器 を暗喩するだけでな く,詰まった灰を叩い
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図39ウ ィリアム ・ホガース 《モルとユダヤ人のバ トロソ》(《娼婦一代記》
第2図)1732年,銅版画
て出す,と いう行為から,こ うした隠語が生まれたのだろう。この作品は,
たんなる 「不釣 り合いのカップル」だけでな く,ワウター ・TH・クルック
によると,観者の 「のぞき見的な趣味」への迎合があ り,その傾向はステー
ンの 《アムノン とタマール》などの作品にも見 られるという。⑭
18世紀の 「不釣 り合いのカップル」












膨 艶 ≡ ・・
図40ウ ィリアム ・ホガース 《老女 との秘密結婚》(《放蕩息子一代記》第5図)
1735年,銅版画








聖メアリー ・ル ・ボンで行われる。背が高 く,若々しい青年 トムの花嫁は,
まるで母親のような中年女性。まさに金 と愛欲の交換結婚である。彼女に全
く愛情がない トムは,牧 師の前での結婚の誓いの最中に,花嫁の介添役の若
い娘に流 し目を送 る。他方,礼 拝の入 り口には,ト ムの子供を抱いた若い女
「不釣り合いのカップル」の図像学的研究115
が押 しかけて くる。彼女は,ト ムがかつてオックスフォー ド大学に遊学中,
妊娠させた下宿屋の娘であった。caこうしてホガースは この2つ の連作で,











がデリラの膝で眠っているとき,デ リラにその力の源である髪を刈 られて し
まうという逸話は,13世紀前半のギヨーム ・ド・ロリスとジャン ・ド・マ
ンの 『薔薇物語』に,辛辣な筆力をもって調刺されている。「毒婦デリラは,
悪意のこもった甘言を弄 して,か くも雄々しく,徳高 く,逞 しく,戦いに秀
でたサムソンが彼女に強 く抱 き締められて,膝 枕で気持ちよく眠っている間












輝41《 サ ム ソ ン と デ リ ラ 》(ギ ヨ ー ム 図42
ド ・ロ リ ス,ジ ャ ン ・ ド ・マ
ソ 『薔 薇 物 語 』 の挿 絵)1410年
ル ー カ ス ・ク ラ ナ ッハ 《サ ム ソ
ン と デ リ ラ 》1540年頃,油 彩,
ドレス デ ン,国 立 絵 画 館
時代の衣服を装わせることで,こ の物語に当世風的な教訓を加味させようと
している。「もしお前が自分の秘密を黙っていたなら,そのように苦 しまな
くて もよかったのに」,あるいは 「人は沈黙すべきであ り,愛によって武装
解除 してはならない」㈹など。フッガー家が注文 した と推定されるこの作品




なる話は,す でに本稿第1部 で述べた(266-67頁)。このエピソー ドはロー
ザーヌの13世紀の聖堂内陣の ミゼリコルディア(聖 職者用坐部裏面彫刻),
14世紀以降では リヨンの大聖堂正面,ル ーアンの大聖堂,カ ーンのサソ ・
ピエール大聖堂の柱頭など,フランスのい くつかの聖堂に見出される。 とく
にモンブノワ聖堂にある16世紀の木製の浮彫は,若 いフィリスが老いたア
リス トテレスの 口に轡をはめ,さ らに彼の上に馬乗になって,太 い枝で鞭打
「不釣 り合いのカップル」の図像学的研究117
図44ネ ー デ ル ラ ン ト派 《ア リス トテ
レ ス と フ ィ リス 》1400年頃,ブ
ロ ン ズ,ニ ュー ヨー ク,メ トロ
ポ リタン 美 術 館
図43《アリス トテレスとフィリス》16







ソ ドムの町が全焼 し,ロ トの妻は振 り返った罰で,塩 柱になって しまった
ため,娘 たちは子種を残さなければ と考える。こうしてロ トは娘たちの計り
ごととも知らず,酒 を飲まされ,前 後不覚にな り,彼女たちと寝る(『旧約
聖書』の 「創世記」19章1-38)。ルーカス ・ヴァン ・レイデソの 《ロトとそ
の娘たち》(1520年以降,図45)では,ロ トが若い女の豊満な肉体に欲情を
覚え,娘 たちとも気がつかず,そ のひ とりと熱い抱擁を交わす場面が描かれ







































図45ル ー カ ス ・ヴ ァン ・レイ デ ン 《ロ
トと そ の 娘 た ち 》1520年以 降,
油彩,パ リ,ル ー ヴ ル美 術 館


















この主題は 「女の策略」に対する道徳的教訓 として,レ イデンの時代から
16世紀後半にかけて,版 画の形でかなり普及 した。その一点,フ ィリップ




12世紀に執筆されたヤコブス ・デ ・ウ ォラギネの 『黄金伝説』によれば,
聖アン トニウスは荒地での隠修時代,悪 魔や怪物たちからのさまさまの誘惑
に苦 しむ。そのひ とつが若 い娘に変身 した悪魔 による肉欲の誘惑であっ
















聴 】 》 睡 ・1轡ゴ
図49ダ ヴ ィ ッ ト ・テ 二 一 ル ス 《聖 ア
ン トニ ウ ス の 誘 惑 》1635年,油
彩,個 人 蔵
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り老齢だが,悪 魔は若い女に変身 しているので,不 釣 り合いな年齢の2人
として描かれている。 この他,16世紀中期のフラン ドルでは,ボ ス風な 「聖
アン トニウスの誘惑」のリヴァイヴァルが興 り,その中で もピーテル ・ヘイ
スはボスよ りももっと官能的で,魅惑的な悪魔を描 く(図48)。真 っ白い髪
によって聖人の老齢はより誇張され,誘 惑する女はまさに16世紀 ドイツの




たワインを薦めているが,そ の姿 は完全 に世俗化 している(1635年,図
122明治大学教養論集 通巻333号(2000・3)
図51ブ シコーの画家 《人生の4段 階》(写本 『物の性質の百科全書』より)14世紀
49)。洞窟の中の聖人は聖書を前に手を合わせ,祈禰の姿勢をとっているが,
大 きく見開かれた目は娘の方をじっと見ている。彼は突然,出 現 した若い女




合いのカップル」の伝統的な図像を適用 している。 しか しテニールスは別の
作品(1640年頃,図50)で,2人の間の一瞬の緊張感をあまり画面に出さな
かった。愛 らしく魅力的な娘は両乳房を露出し,聖アン トニウスを挑発 しよ
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うとしているが,聖 人の方は全 く迷いはな く,静かに祈 り続けている。
5.「人生の4段 階」での老若の対比
中世の人びとが考える 《人生の4段 階》(図引)と は,子 どもは羊飼いの
ラッパで遊び,2人の若い男女は青春を謳歌 して抱擁 し,壮年期の男は商い
に励んでお金を貯え,老 人は椅子に座って くつろいでいるというものだっ
た。㈹つまり"年齢に応 じた人生の営み"が 社会秩序に適合 した生き方 と考
えていたのである。歳不相応な相手 との恋愛は,こ うした人生の段階を踏み
はずす行為 とみなされ,調 刺の対象 となったのであろう。
結 び
本稿の第1部 では,「不釣 り合いのカップル」が古代の古典文学から中世
の宮廷文学,物 語文学,説 教文学,さ らに16世紀北方ルネサンスの民衆文
学などに,ど のように登場 してきたかについて述 した。上述のように,「不
釣 り合い」は,単 に年齢,社 会的身分,財 産だけでな く,「お金 と愛(エ ロ
ス)の交換」という行為 自体が「不釣 り合い」だったのである。全体的には,
「老人 と若い妻」が多いが,そ れ も若い妻に裏切 られた老人の夫,若 い男を
求めて,不 義をする若い妻 という物語が多かった。それに比べると,「中年
女 と若者のカップル」は比較的少ない。チ ョーサーの 『カンタベ リ物語』の
「バースの女房」はその一例だが,し か しこの話の結末は,第 一に中年の未
亡人が若者 と再婚 しても,夫は彼女を裏切らないこと,彼女に主権を与える
















くに15世紀後半から16世紀の ドイツ,オ ランダ,フ ラン ドルにおいてポピ
ュラーであった。 というのも北方の人びとにとって,ギ リシャ ・ローマ神話
やローマの建国史にまつわる歴史画はまだあまりなじみがないため,民 衆へ
のキ リス ト教の教化を目的とする宗教的な主題 とは別に,民衆の生活や風俗
の主題に関心が移った。15世紀後半のイスラエル ・ヴァン ・メッケネムや
「ハウスブーフの画家」および多 くの無名版画家たちが,農 民夫婦の日常生
活,子 どもの遊戯,諺,民 衆の祝祭とともに,「不釣 り合いのカップル」を
描き始めた。これは男女の倒錯した性に原因する不幸な関係 とみなされ,道
徳教訓や調刺の対象 となった。しかもこういうカップルには,単 に老と若の
対比だけでな く,醜 と美,富 と貧にエロスの問題が混入 して くるので,複雑
になる。上述 したブラン トの 『阿呆船』,エラスムスの 『痴愚礼讃』の よう
な調刺文学が同時代の画家たちを啓発 したことはいうまでもない。
16世紀になると,「不釣 り合いのカップル」は北方の国々で最盛期を迎え
る。だが17世紀 になる と,ドイツ絵画からこの主題が姿を消す。それ とは
対照的に,道徳教訓を寓意的に描 き,風俗画の黄金時代を迎えたフラン ドル




題 ともなってきたからである。そうした中で,ヤ コプ ・カッッが老人の恋そ
れ自体を否定的に捉えていたことは,興 味深い。
18世紀ではイギリスの画家ホガースがこの主題 を当世風な社会問題 とし
て,版画の連作で取 り上げた。このように 「不釣 り合いのカップル」は,時
代を越えた人間の普遍的な問題として,文学や美術の歴史で,相互に影響し
ながら,注 目されてきたのである。
本稿の終わ りに,「不釣 り合いのカップル」の類型 として,「サムソンとデ
リラ」「ア リス トテレスとフィリス」「ロ トと娘たち」「聖アン トニウスの誘
惑」「人生の諸段階」について簡単に論 じたが,い ずれ 「放蕩息子の誓え」
とも合わせ,さ らに詳細な研究に発展させてみたいと思う。
(2000.1.10)




ない版画の銘文にも注目し,それらのテキス トを解読 ・邦訳,様 式表現の分
析を行い,同 時代の調刺精神や道徳観を研究 した。さらに本稿では同書の対
象外となっている16,17世紀オランダ,フラン ドル,フ ランスの絵画や版画,
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